
政治学科
カリキュラムマップ：法学部 政治学科（2022年度）

4.本学の建学の精神や本学の理念
に対する理解

(1) 地域社会、国家、国際社会に
おいて、性、人種、国籍、信条、
年齢、身体的特徴などの多様性を
認め、多文化共生の実現に寄与し
ようとすることができる。

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP1(3) DP1(4) DP2(1) DP2(2) DP2(3) DP3(1) DP3(2) DP3(3) DP4(1)
1 英語Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
2 英語Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
3 英語Ｃ 半期 演習 ○ ○ ○
4 英語Ｄ 半期 演習 ○ ○ ○
5 英語応用Ａ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
6 英語応用Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
7 英語応用Ｃ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
8 英語応用Ｄ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
9 小論文の書き方Ａ 半期 演習 ○ ○

10 小論文の書き方Ｂ 半期 演習 ○ ○
11 コミュニケーション英語Ａ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
12 コミュニケーション英語Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
13 コミュニケーション英語Ｃ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
14 コミュニケーション英語Ｄ 半期 演習 ○ ○ ○ ○
15 英語ＣＡＬＬ演習Ａ 半期 講義 ○ ○ ○
16 英語ＣＡＬＬ演習Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○
17 憲法Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
18 憲法Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
19 入門演習Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
20 入門演習Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
21 ⻄洋政治外交史Ａ 半期 講義 ○ 〇 ○ ○
22 ⻄洋政治外交史Ｂ 半期 講義 ○ 〇 ○ ○
23 日本政治外交史Ａ 半期 講義 ○ 〇 ○ ○
24 日本政治外交史Ｂ 半期 講義 ○ 〇 ○ ○
25 東洋政治外交史Ａ 半期 講義 ○ 〇 ○ ○
26 東洋政治外交史Ｂ 半期 講義 ○ 〇 ○ ○
27 現代政治理論Ａ 半期 講義 〇 〇 ○ 〇 ○ ○
28 現代政治理論Ｂ 半期 講義 〇 〇 ○ 〇 ○ ○
29 政治過程論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
30 政治過程論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
31 行政学Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
32 行政学Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
33 地方自治論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
34 地方自治論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
35 公共政策論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
36 公共政策論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
37 国際政治学Ａ 半期 講義 〇 ○ ○ 〇 ○ ○
38 国際政治学Ｂ 半期 講義 〇 ○ ○ 〇 ○ ○
39 国際関係論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○
40 国際関係論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

ディプロマ・ポリシー
1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを支える思考･判

断･表現力
3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能力、社
会の担い手としての使命感

(1) 国際機関・国・地方自治体などの政策の意図と内容を正しく把握することができ
る。
(2) 地域の問題から国際社会の課題にいたる様々なレベルにおける政治の動きを理解す
ることができる。
(3) 在学期間を通じて獲得した語学力や諸分野の知識と理解を活用し、様々な分野で活
躍・貢献できる力を身につけている。
(4) 幅広い分野において習得した知識と理解を他者に伝えて議論するために必要な技能
を身につけている。

(1) 修得した専門的知識と技能をもって、地域社会、国家、国際
社会における課題を自ら発見するために必要な思考力や判断力を
身につけている。
(2) 修得した知識を活用しながら、科学的アプローチに基づき、
政治現象を分析する能力を身につけている。
(3) よりよい政治や社会のあり方について、広い視野に立って自
分とは異なる意見を持つ人とも議論することができる。

(1) 修得した専門的知識と技能をもって自ら発見した地域社会、
国家、国際社会における諸課題の解決に取り組むことができる。
(2) 修得した専門的知識のみならず、語学力や諸分野の知識と理
解を深め続けることにより、人間性を尊重する態度を養うことを
意識しながら、身近な人のみならず見知らぬ人を助けようとする
ことができる。
(3) 様々なことについて広く学び続けることを通じて、あるべき
地域社会、国家、国際社会を模索し続けることができる。
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41 海外地域政治研究（東南アジアＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
42 海外地域政治研究（東南アジアＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
43 海外地域政治研究（中国Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
44 海外地域政治研究（中国Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
45 海外地域政治研究（朝鮮Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
46 海外地域政治研究（朝鮮Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
47 海外地域政治研究（北アメリカＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
48 海外地域政治研究（北アメリカＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
49 海外地域政治研究（中南米Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
50 海外地域政治研究（中南米Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
51 海外地域政治研究（ロシアＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
52 海外地域政治研究（ロシアＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
53 海外地域政治研究（ＥＵ Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
54 海外地域政治研究（ＥＵ Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
55 海外地域政治研究（オセアニアＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
56 海外地域政治研究（オセアニアＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
57 海外地域政治研究（日本の対外関係Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
58 海外地域政治研究（日本の対外関係Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
59 海外地域政治研究（北欧Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
60 海外地域政治研究（北欧Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
61 海外地域政治研究（英国Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
62 海外地域政治研究（英国Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
63 海外地域政治研究（フランスＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
64 海外地域政治研究（フランスＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
65 海外地域政治研究（ドイツＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
66 海外地域政治研究（ドイツＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
67 海外地域政治研究（中東Ａ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
68 海外地域政治研究（中東Ｂ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
69 海外地域政治研究（アフリカＡ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
70 海外地域政治研究（アフリカＢ） 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○
71 地誌学通論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
72 地誌学通論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
73 人文地理学通論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
74 人文地理学通論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
75 自然地理学通論Ａ 半期 講義 ○ 〇
76 自然地理学通論Ｂ 半期 講義 ○ 〇
77 ⻄洋政治思想史Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
78 ⻄洋政治思想史Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
79 日本政治思想史Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
80 日本政治思想史Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
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81 東洋政治思想史Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
82 東洋政治思想史Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
83 政治文化論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
84 政治文化論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
85 比較政治学Ａ 半期 講義 ○ ○ ○
86 比較政治学Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○
87 都市政治論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
88 都市政治論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
89 平和学Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○ ○
90 平和学Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○ ○
91 現代政治のイッシューＡ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
92 現代政治のイッシューＢ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
93 現代政治のイッシューＣ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
94 現代政治のイッシューＤ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
95 現代行政のイッシューＡ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
96 現代行政のイッシューＢ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
97 現代行政のイッシューＣ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
98 現代行政のイッシューＤ 半期 演習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
99 地域政策総合研究Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○

100 地域政策総合研究Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
101 Political Studies In English Ａ 半期 講義 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○
102 Political Studies In English Ｂ 半期 講義 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○
103 基礎演習 通年 演習 ○ ○ ○ 〇
104 専門演習Ａ 通年 演習 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○
105 専門演習Ｂ 通年 演習 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○
106 専門演習Ｃ 通年 演習 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○
107 政治学インターンシップＡ 半期 実習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
108 政治学インターンシップＢ 半期 実習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
109 政治学インターンシップＣ 半期 実習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
110 政治学インターンシップＤ 半期 実習 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
111 日本史通論 半期 講義 ○ ○ ○ ○
112 ⻄洋史通論 半期 講義 ○ ○ ○ ○
113 東洋史通論 半期 講義 ○ ○ ○ ○
114 哲学通論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
115 哲学通論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
116 倫理学通論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
117 倫理学通論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
118 宗教学概説Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
119 宗教学概説Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
120 ⺠法１（日常生活と法Ａ） 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
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ディプロマ・ポリシー
1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを支える思考･判

断･表現力
3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能力、社
会の担い手としての使命感

(1) 国際機関・国・地方自治体などの政策の意図と内容を正しく把握することができ
る。
(2) 地域の問題から国際社会の課題にいたる様々なレベルにおける政治の動きを理解す
ることができる。
(3) 在学期間を通じて獲得した語学力や諸分野の知識と理解を活用し、様々な分野で活
躍・貢献できる力を身につけている。
(4) 幅広い分野において習得した知識と理解を他者に伝えて議論するために必要な技能
を身につけている。

(1) 修得した専門的知識と技能をもって、地域社会、国家、国際
社会における課題を自ら発見するために必要な思考力や判断力を
身につけている。
(2) 修得した知識を活用しながら、科学的アプローチに基づき、
政治現象を分析する能力を身につけている。
(3) よりよい政治や社会のあり方について、広い視野に立って自
分とは異なる意見を持つ人とも議論することができる。

(1) 修得した専門的知識と技能をもって自ら発見した地域社会、
国家、国際社会における諸課題の解決に取り組むことができる。
(2) 修得した専門的知識のみならず、語学力や諸分野の知識と理
解を深め続けることにより、人間性を尊重する態度を養うことを
意識しながら、身近な人のみならず見知らぬ人を助けようとする
ことができる。
(3) 様々なことについて広く学び続けることを通じて、あるべき
地域社会、国家、国際社会を模索し続けることができる。

121 ⺠法１（日常生活と法Ｂ） 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
122 ⺠法２（取引社会と法Ａ） 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
123 ⺠法２（取引社会と法Ｂ） 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
124 行政法Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇
125 行政法Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇
126 刑法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
127 刑法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
128 商法総則・手形小切手法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
129 商法総則・手形小切手法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
130 会社法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
131 会社法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
132 労働法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
133 労働法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
134 社会保障法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
135 社会保障法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
136 経済法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
137 経済法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
138 外国法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
139 外国法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
140 国際法Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
141 国際法Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
142 国際経済法Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
143 国際経済法Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
144 経済理論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
145 経済理論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
146 財政学Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
147 財政学Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
148 経営学Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
149 経営学Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
150 社会福祉概論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
151 社会福祉概論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
152 経済政策Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
153 経済政策Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
154 国際経済論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
155 国際経済論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
156 社会政策Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
157 社会政策Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
158 労働経済Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
159 労働経済Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
160 地方財政Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○



政治学科
カリキュラムマップ：法学部 政治学科（2022年度）

4.本学の建学の精神や本学の理念
に対する理解

(1) 地域社会、国家、国際社会に
おいて、性、人種、国籍、信条、
年齢、身体的特徴などの多様性を
認め、多文化共生の実現に寄与し
ようとすることができる。

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP1(3) DP1(4) DP2(1) DP2(2) DP2(3) DP3(1) DP3(2) DP3(3) DP4(1)

ディプロマ・ポリシー
1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを支える思考･判

断･表現力
3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能力、社
会の担い手としての使命感

(1) 国際機関・国・地方自治体などの政策の意図と内容を正しく把握することができ
る。
(2) 地域の問題から国際社会の課題にいたる様々なレベルにおける政治の動きを理解す
ることができる。
(3) 在学期間を通じて獲得した語学力や諸分野の知識と理解を活用し、様々な分野で活
躍・貢献できる力を身につけている。
(4) 幅広い分野において習得した知識と理解を他者に伝えて議論するために必要な技能
を身につけている。

(1) 修得した専門的知識と技能をもって、地域社会、国家、国際
社会における課題を自ら発見するために必要な思考力や判断力を
身につけている。
(2) 修得した知識を活用しながら、科学的アプローチに基づき、
政治現象を分析する能力を身につけている。
(3) よりよい政治や社会のあり方について、広い視野に立って自
分とは異なる意見を持つ人とも議論することができる。

(1) 修得した専門的知識と技能をもって自ら発見した地域社会、
国家、国際社会における諸課題の解決に取り組むことができる。
(2) 修得した専門的知識のみならず、語学力や諸分野の知識と理
解を深め続けることにより、人間性を尊重する態度を養うことを
意識しながら、身近な人のみならず見知らぬ人を助けようとする
ことができる。
(3) 様々なことについて広く学び続けることを通じて、あるべき
地域社会、国家、国際社会を模索し続けることができる。

161 地方財政Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇 ○
162 国際金融論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
163 国際金融論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
164 金融論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇
165 金融論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇
166 マス・コミュニケーション論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
167 マス・コミュニケーション論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
168 社会学原論Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
169 社会学原論Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
170 社会心理学Ａ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
171 社会心理学Ｂ 半期 講義 ○ ○ 〇 ○
172 社会調査論Ａ 半期 講義 〇 ○ 〇
173 社会調査論Ｂ 半期 講義 〇 ○ 〇
174 時事英語Ａ 半期 演習 ○ ○ 〇 ○
175 時事英語Ｂ 半期 演習 ○ ○ 〇 ○
176 実践的外国語Ａ 半期 演習 ○ ○ 〇 〇 ○
177 実践的外国語Ｂ 半期 演習 ○ ○ 〇 〇 ○
178 社会情報論Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
179 社会情報論Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ ○
180 コンピュータ基礎Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
181 コンピュータ基礎Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
182 情報の分析Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
183 情報の分析Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
184 情報と論理Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
185 情報と論理Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
186 情報と数理Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
187 情報と数理Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
188 情報と統計Ａ 半期 演習 ○ ○ ○
189 情報と統計Ｂ 半期 演習 ○ ○ ○
190 政治学Ａ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○
191 政治学Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○
192 教科教育法（社会）Ａ 半期 講義 ○ ○ ○
193 教科教育法（社会）Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○
194 教科教育法（社会）Ｃ 半期 講義 ○ ○ ○
195 教科教育法（社会）Ｄ 半期 講義 ○ ○ ○
196 教科教育法（地理歴史）Ａ 半期 講義 ○ ○ ○
197 教科教育法（地理歴史）Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○
198 教科教育法（公⺠）Ａ 半期 講義 ○ ○ ○
199 教科教育法（公⺠）Ｂ 半期 講義 ○ ○ ○


